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ハーリー
乗船練習

那覇ハーリーの練習が始まりまし

た。１５日(水)は、総勢７０名余り

の生徒が参加して、初めての乗船練

習が泊港のハーリー会館前で行われ

ました。

ライフジャケットを身につけて、

男子生徒は黒、女子生徒は黄色のハ

ーリー船に乗り込み、ウェーク(か

い)の持ち方から指導を受けながら、

発漕ぎに挑戦しました。はじめは不

ぞろいだった櫂(かい)も、時間が経

つにつれてドラの合図に合わせて揃

うようになってきました。ほぼ１時

間の練習を終えて帰ってきたときの

顔は、疲れたものの心地よい海風を

受けて充実感に満ちた顔になってい

ました。

本番当日まであまり時間はないで

すが、一人ひとりが一生懸命漕げる

ようにがんばって下さい。

男子

チ ー ム

女子

チーム

学校だより21日(火)


